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概 要

これまで構築してきた考古学写真デジタルライブラリでは，構築することを主目的として研究を進めてきたた

め，データ入力の効率がよくなかった．構築したライブラリを活用するためには多数の写真を効率よく入力するこ

とが重要である．そこで入力作業を高度化し，効率的に行うために必要となる研究開発を行った．考古学写真

データのアクセスをパスワードで管理し，データの一括編集や適切なサイズの画像提示を実現することができ

た．
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ための研究を行いました．これからもデータを蓄積することで有用性を増していきたいと考えています．
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はじめに

・これまでに考古学写真デジタルライブ

ラリの開発を行ってきている．

・これまでのライブラリでは入力作業の

効率がよいとはいえない．

・さらに著作権管理の観点から，写真の

著作権を管理できることが望ましい．

背 景

・考古学写真の著作権管理を実現させる．

・複数の考古学写真に関するメタデータを一

括して編集できるようにする．

・適切なサイズの画像提示を行うことにより，

ネットワークやクライアント PC の負荷を

適切なものにする．

課 題

・考古学写真の著作権管理を実現することができた．

・複数の考古学写真に関するメタデータを一括して編集できる

ようにすることができた．

・適切なサイズの画像提示を行うことにより，ライブラリの効

率化と高度化ができた．

ま と め

・PDF というファイルフォーマットを使用することで，考古学写

真の閲覧や印刷をパスワードで制限するようにした．

・Web プログラムの修正によって，複数の考古学写真に関するメ

タデータを一括して編集できるようにすることができた．

・記憶領域節約のためこれまで断念していた，複数サイズの画

像をライブラリ内に用意することにより，適切なサイズの画

像提示を実現できるように Web プログラムの改良を行った．

結 果


